
第２学年 数学科 年間学習計画と評価 

 

１ 教科目標等について 

目標 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を養

う。 

(1)数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を

数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ

うにする。〔知識及び技能〕 

(2)数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統合的・

発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

〔思考力、判断力、表現力等〕 

(3)数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそ

うとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。〔学びに

向かう力、人間性等〕 

教科書 未来へひろがる数学２（啓林館） 

副教材 数学問題集２、ドリルパーク（ベネッセ）、学んで E-net！ 

 

２ 評価の観点及び方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・文字を用いた式と連立二元一

次方程式、平面図形と数学的な推

論、一次関数、データの分布と確

率などについての基礎的な概念

や原理・法則などを理解してい

る。 

・事象を数学化したり、数学的に

解釈したり、数学的に表現・処理

したりする技能を身に付けてい

る。 

文字を用いて数量の関係や法則などを

考察する力、数学的な推論の過程に着目

し、図形の性質や関係を論理的に考察し

表現する力、関数関係に着目し、その特

徴を表、式、グラフを相互に関連付けて

考察する力、複数の集団のデータの分布

に着目し、その傾向を比較して読み取り

批判的に考察して判断したり、不確定な

事象の起こりやすさについて考察した

りする力を身に付けている。 

数学的活動の楽しさや数

学のよさを実感して粘り

強く考え、数学を生活や学

習に生かそうとしたり、問

題解決の過程を振り返っ

て評価・改善しようとした

り、多様な考えを認め、よ

りよく問題解決しようと

したりしている。 

 

・定期・小テスト等 

・パフォーマンス（技能）テスト 

・授業の様子や発言内容 

・定期・小テスト等 

・授業の様子や発言内容 

・指導に対する成果物（レポート、作品等） 

・授業の様子や発言内容 

・指導に対する成果物（レポ

ート、作品等） 

・振り返り（自己・相互評価） 

 

３ 学習についてのアドバイス 

 

学 

校 

・これまでに身に付けた知識や考え方を利用して、課題を考える習慣をつけましょう。 

・自分の意見は、具体的に分かりやすく伝えるようにしましょう。 

・他の人の意見を聞くときは、自分の意見と比べながらしっかりと聞きましょう。 

・ノートやテキストには、黒板に書かれたことを写すのではなく、他の人の説明や、自分の考えを

書き加えるなどして工夫して書くようにしましょう。 



家 

庭 

・授業ごとに、「何がわかったか（わからなかったか）、何ができるようになったか（できなかった

か）を振り返り、自分にあった予習・復習をしましょう。 

・分からない問題や間違えた問題は、解答や教科書を参考に、次の授業までに理解できるようにし

ておきましょう。数学問題集を使った宿題にも励み、理解を深めましょう。 

・授業で学習した内容に関連する問題（「学んで E-net！」やドリルパークなど）で定期テストに

まとめて勉強するのではなく、計画的にしっかりと練習しましょう。 

 

４ 主な単元・教材及び目標  ※単元等や目標については、主なものを明記しています。 

月 主な単元・教材等 主な学習目標 

４ 

・式の計算 

１ 式の加法、減法 

２ いろいろな多項式の計算 

３ 単項式の乗法、除法 

（知）単項式、多項式、次数、同類項の意味を理解して、四則の計算

をすることができるようになろう。 

（思）単項式や多項式と数の四則の計算の方法を表現することができ

るようになろう。 

・文字式の利用 

１ 文字式の利用 

（知）文字式を利用して、数量の関係や数の性質を説明したり、目的

に応じて等式を変形したりすることができるようになろう。 

（思）数の性質などが成り立つことを、数量及び数量の関係を捉え、

文字式を使って説明することができるようになろう。 
５ 

・連立方程式 

１ 連立方程式とその解 

２ 連立方程式の解き方 

（知）連立方程式の解き方について理解して、加減法や代入法によっ

て、連立方程式を解くことができるようになろう。 

（思）一元一次方程式と関連付けて、連立方程式を解く方法を考察し

表現することができるようになろう。 

６ 

・連立方程式の利用 

１ 連立方程式の利用 

（知）事象の中の数量やその関係に着目して連立方程式をつくり、そ

の連立方程式を解くことができるようになろう。 

（思）連立方程式を具体的な場面で活用することができるようになろ

う。 

・一次関数のグラフ 

１ 一次関数 

２ 一次関数の値の変化 

３ 一次関数のグラフ 

４ 一次関数の式を求めること 

（知）一次関数において、変化の割合やグラフの特徴を理解して、与

えられた条件から式を求めたり、グラフに表したりすることができ

るようになろう。 

（思）身の回りの事象の中から、一次関数の関係を見いだすことがで

きるようになろう。 

７ 

９ 

・一次関数と方程式 

１ 方程式とグラフ 

２ 連立方程式のグラフ 

（知）連立方程式の解とグラフとの関係を理解して、グラフの交点を

求めることができるようになろう。 

（思）一次関数のグラフと二元一次方程式のグラフの関係や、連立方

程式の解とグラフの関係など、複合的な見方ができるようになろ

う。 

・一次関数の利用 

１ 一次関数の利用 

（知）一次関数を活用して問題を解決する方法について理解して、解

くことができるようになろう。 

（思）事象の中から、２つの数量の関係を見いだし、表現し、一次関

数を利用して課題解決することができるようになろう。 
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・平行と合同 

１ 角と平行線 

２ 多角形の角 

３ 三角形の合同 

（知）様々な角や平行線の性質、平行線になる条件について理解し、

角の大きさを求めることができるようになろう。合同な図形の性質

や三角形の合同条件について理解できるようになろう。 

（思）図形の性質を、筋道を立てて説明することができるようになろ

う。また、三角形の合同条件を用いて、２つの三角形が合同である

かどうかを考察して、表現することができるようになろう。 



・証明 

１ 証明とそのしくみ 

２ 証明の進め方 

（知）命題の仮定と結論、証明の進め方について理解することができ

るようになろう。 

（思）図形の性質などを証明するために、見通しを立てて証明をかく

ことができるようになろう。 
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・三角形 

１ 二等辺三角形 

２ 直角三角形の合同 

（知）二等辺三角形の性質、直角三角形の合同条件、定義と定理、逆

と反例について理解して、正しく使うことができるようになろう。 

（思）三角形の合同条件をもとにして、二等辺三角形の性質や直角三

角形の合同条件を論理的に導くことができるようになろう。 

・四角形 

１ 平行四辺形の性質 

２ 平行四辺形になるための条件 

３ いろいろな四角形 

４ 平行線と面積 

５ 四角形の性質の利用 

（知）平行四辺形の性質、平行四辺形になるための条件について理解

して、正しく使うことができる。長方形、ひし形、正方形、平行四

辺形の定義やそれらの関係を述べることができるようになろう。 

（思）三角形の合同条件をもとにして、平行四辺形の性質や平行四辺

形になるための条件を論理的に導くことができるようになろう。平

行線と面積の関係に着目して、面積を変えずに別の図形に変形する

方法を考えることができるようになろう。四角形の性質を具体的な

場面で活用することができるようになろう。 
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１ 
・場合の数と確率 

 １ 確率の求め方 

 ２ いろいろな確率 

 ３ 確率の利用 

（知）多数回の試行によって得られる確率と関連付けて、場合の数を

もとにして得られる確率の必要性と意味を理解することができる

ようになろう。樹形図や表などを利用して、いろいろな場合につい

て確率を求めることができるようになろう。 

（思）同様に確からしいことに着目して、場合の数をもとにして得ら

れる確率の求め方を考察して、表現することができるようになろ

う。確率を用いて、不確定な事象を捉えて考察し、表現することが

できるようになろう。 

２ 

・箱ひげ図 

 １ 箱ひげ図 

 ２ データを活用して問題を 

解決しよう 

（知）箱ひげ図や四分位範囲などがなぜ必要かと意味を理解して、既

習のヒストグラムや代表値などと関連付けて理解することができ

るようになろう。 

（思）問題を解決するために、箱ひげ図や四分位範囲などを用いてデ

ータの傾向をいろいろな視点で考察し、判断することができるよう

になろう。 

３ 

 

※「主体的に学習に取り組む態度」については、授業中の学習内容を取り組んでいる様子から、 

どの単元でも、 

・ただ解けるだけでなく、学習内容の必要性と意味を考えようとしているか。 

・学習内容について学んだことを生活や学習にいかそうとしているか。 

・学習内容を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしているか。 

の観点で評価しています。 

 

 


